
第１問 地図の読み取りと活用，および日本の自然災害と防災に関する次の問い

（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 次の図１は，１８８８年に噴火した日本のある火山周辺の，現在の地形を示し

たものであり，後の図２は，この火山を噴火の�週間後にスケッチしたもので

ある。また，図１中のＡとＢのいずれかは，図２を描いた地点と方向を示して

いる。さらに，後の文章は，図２に描かれた地形に関することがらについて述

べたものである。図２を描いた地点と，文章中の空欄ｃに当てはまる文との組

合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １
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等高線の間隔は１００m。色の濃い部分ほど急斜面であることを示す。
地理院地図により作成。
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問 ３ 次の図３は，ある地域の１９２３年，１９７１年，２０２０年に発行された�万�千分

の�地形図（原寸，一部改変）である。図３に関することがらについて述べた文

章中の下線部�～�のうちから，適当でないものを一つ選べ。 ３

1923　年

1971　年

2020　年

河川　S　の流下方向

河川　S

図 ３

この地域は，河川Ｓの右岸に標高約２０mの低平な地形が広がる一方，左岸

は，川沿いの低地とその東側の丘陵地からなる。１９２３年には，�右岸には集
ふもと

落と水田が分布し，�左岸では主に丘陵の麓に集落が分布していた。１９７１年

までに，�右岸では自然堤防上に工場が建設された。２０２０年までに，�左岸

では丘陵地や低地における宅地造成が進み，人口が大きく増加した。
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問 ４ 衛星画像の分析により，光合成の活発度＊を調べることができる。次の図４

は，日本のある自治体のいくつかの地区を示した地理院地図である。また，後

の図５中のカ～クは，図４中のＤ～Ｆのいずれかの地点における�月，�月，

１１月の光合成の活発度を示したものである。Ｄ～Ｆとカ～クとの正しい組合

せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ４
＊画像分析の計算上，水面は値が小さくなる。
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地理院地図により作成。
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USGSの資料により作成。
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問 ５ 次の図６中のＪ～Ｌは，日本周辺における気象衛星画像を示したものであ

る。また，後の文サ～スは，図６中のＪ～Ｌのいずれかの気象状況下で発生が

予想されることがらと，それに対する備えについて述べたものである。Ｊ～Ｌ

とサ～スとの組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選

べ。 ５

Ｊ Ｋ Ｌ

気象庁の資料により作成。

図 ６

サ 大雪の影響で物流が滞り，商品が品薄になる状況が続くことが予想される

ため，暖房用燃料や非常用の食料を準備する。

シ 強風の影響で果実が落下するなど，大きな損害が生じることが予想される

ため，風雨が強まる前に，防風ネットなどを設置する。

ス 停滞する前線の影響で長雨になり，河川の氾濫や低い土地の浸水，土砂災

害などが予想されるため，降雨や河川の水位の情報を収集する。
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問 ６ 次の図７は，日本のある沿岸地域における，洪水と津波による浸水深の予測

を示したものである。また，後の文章�～�は，図７中の地点Ｎに�階建ての

自宅がある住民の，自然災害発生時における避難行動について述べたものであ

る。避難時における適切な判断として下線部に誤りを含むものを，後の�～�

のうちから一つ選べ。 ６
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自治体の資料などにより作成。

図 ７

� 大雨が続いたため指定避難所ｘに向かおうとしたが，すでに道路が膝丈ま

で冠水していた。指定避難所ｘまで安全に避難できないと判断し，自宅の�

階にとどまった。

� 気象情報によると，その日の深夜に台風の接近が予想されていた。夜間に

指定避難所ｘまで避難するのは危険であると判断し，明るいうちに指定避難

所ｘに避難した。

� 在宅中に地震による強い揺れを感じた。津波が地点Ｎにある自宅まですぐ

に到達する可能性があると判断し，揺れが収まった後に急いで最寄りの津波

避難タワーｙに避難した。

� 地震による揺れは感じなかったが，大津波警報が発表された。津波避難タ

ワーｚの付近は浸水しないと判断し，最寄りの津波避難タワーｙではなく津

波避難タワーｚに避難した。
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第２問 地理研究部のツバサさんたちは，手芸部，調理部と協力して，家畜に関す

る世界の生活・文化について探究し，文化祭で発表することにした。この探究に関

する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ まず，ツバサさんたちは，世界における家畜の分布に着目した。次の図１

は，羊と豚の飼育頭数の地域別割合を示したものであり，アとイは羊と豚のい

ずれか，凡例ａとｂはアジアとヨーロッパ＊のいずれかである。羊とアジアと

の正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ７
＊ヨーロッパの数値にはロシアを含む。

100　％
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統計年次は２０２０年。FAOSTATにより作成。

図 １
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問 ２ ツバサさんたちは，家畜と自然環境の関係について探究した成果を次の資料

１にまとめた。資料１中の空欄カにはヤクとラクダのいずれか，空欄キには高

山とステップのいずれかが当てはまる。空欄カとキに当てはまる語句の組合せ

として最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ８
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◆地点 Aのような（ キ ）気候の

自然環境に適応している。

◆古くから荷物の運搬に欠かせない

家畜で，皮，毛，乳，肉なども，

衣食住に用いられてきた。

資料 １

（ カ ）の飼育頭数

飼育頭数の上位３０位までの国・地域を示している。中国の数値には台湾，ホンコン，マ
カオを含まない。統計年次は２０２０年。

地点 Aの雨温図

FAOSTATなどにより作成。
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問 ３ 調理部のジュリさんたちは，世界各地の食生活の特徴には，家畜の飼育状況

が関係していると考えた。次の表１は，いくつかの国について１９７０年と２０２０

年における牛＊の飼育頭数を示したものであり，Ｊ～Ｌは，アメリカ合衆国，

ブラジル，フランスのいずれかである。また，後の文章サ～スは，Ｊ～Ｌのい

ずれかにおける牛肉や乳製品の生産と消費について説明したものである。Ｊ～

Ｌとサ～スとの組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選

べ。 ９
＊水牛を含む。

表 １

（単位：万頭）

１９７０年 ２０２０年

Ｊ １１，２３７ ９，３７９

Ｋ ７，５５６ ２１，９６５

Ｌ ２，１７２ １，７７９

FAOSTATにより作成。

ふ せつ

サ 国土の中央では大規模な肥育が行われている。１９世紀後半の鉄道敷設に

伴い食肉産業が発達し，牛肉を用いた料理が普及した。

シ 穀物栽培と家畜飼育を組み合わせた混合農業が発達した。山岳地域では，

飼育する牛の乳を加工した乳製品が生産されている。

ス 肉牛の飼育が盛んになる中で，放牧地や耕地の拡大に伴う森林破壊が問題

となっている。豆と牛肉を煮込んだ郷土料理がある。
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問 ４ 調理部では，さらに食生活の変化について調べた。次の資料２は，いくつか

の国における肉類の�人当たり年間供給量の変化と，その解説を示したもので

あり，Ｐ～Ｒは，日本，インド，中国のいずれかである。資料２中の空欄タに

は，後の文ｇとｈのいずれかが当てはまる。日本に該当する記号と空欄タに当

てはまる文との組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選

べ。 １０
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資料　２
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【解説】

◆Ｐでは，1990　年代半ばまでに，

１人当たり年間供給量が増加

し，その後は緩やかに推移して

いる。

◆Ｑでは，1980　年代以降の増加

が著しく，2000 　年代に入る

と，１人当たり年間供給量は

　3　か国で最大となっている。

◆Ｒでは，1　人当たり年間供給量

は少ない。それは，(　タ　)か
らであると考えられる。

肉
類
の
１
人
当
た
り
年
間
供
給
量

中国の数値には台湾，ホンコン，マカオを含まない。FAOSTATにより作成。

（ タ ）に当てはまる文

ｇ 経済の停滞によって，家計に肉類を購入する余裕がない
きん き

ｈ 宗教上の食の禁忌によって，特定の肉類を食べない人がいる

� � � � � �

日 本 Ｐ Ｐ Ｑ Ｑ Ｒ Ｒ

タ ｇ ｈ ｇ ｈ ｇ ｈ
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問 ６ 最後に，ツバサさんたちは，探究を振り返りながら話し合った。次の会話文

中の下線部�～�のうちから，誤りを含むものを一つ選べ。 １２

ツバサ 「特徴ある生活・文化の形成には，家畜が関わってきたね。家畜をめぐる

状況の変化や課題についても考えてみよう。例えば，日本では，�自動

車や農業機械の普及に伴って，運搬や農耕に家畜が用いられることがほと

んど無くなったよね」

ジュリ 「経済の変化が影響することもあるよ。例えば，自由貿易の拡大に伴っ

て，イスラム諸国へ食品を輸出する際に，�宗教的価値観にもとづいた

食文化を考慮する必要がなくなったことがあげられるよ」

アスカ 「ほかにも，環境問題などに家畜が関わることもあるよ。例えば，サハラ

砂漠の南縁では，�過耕作や家畜の過放牧などが砂漠化の要因の一つに

なることがあるみたいだよ」

ツバサ 「一方で，地域に根差した特徴ある生活・文化を再評価し，活用する取組

みも増えてきているよ。例えば，EUのいくつかの国では，�家畜の飼育

によって生み出される伝統的な食材や景観が，観光資源として再評価され

ているようだよ。発表に向けて，さらに探究を深めていこう」

地理Ａ
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第３問 アフリカに関する次の問い（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ 次の図１中の�～�は，後の図２中のア～エのいずれかの範囲について，陰

影をつけて地形の起伏を表現した地図である。ウに該当するものを，図１中の

�～�のうちから一つ選べ。 １３

�

�

�

�

いずれも東西２４０km，南北８０kmの範囲を示している。
JAXAの資料により作成。

図 １
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図 ２

問 ２ 次の文カ～クは，図２中のＡ～Ｃのいずれかの世界自然遺産でみられる生物

について説明したものである。Ａ～Ｃとカ～クとの組合せとして最も適当なも

のを，後の�～�のうちから一つ選べ。 １４

カ この地域に生息する固有種の昆虫は，極度に乾燥した環境に適応して，定

期的に発生する霧から水分を得ている。

キ この地域に生息する草食の動物群は，乾季と雨季を繰り返す気候に対応し

て，水場を求めて長距離を移動している。

ク この地域にみられる植生は，夏季の乾燥や火災に適応して，細くて硬い葉

をもつ低木群が中心になっている。

� � � � � �

Ａ カ カ キ キ ク ク

Ｂ キ ク カ ク カ キ

Ｃ ク キ ク カ キ カ
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サ 授業は，基本的にアラビア語で行われている。また，英語を学ぶ授業を

行っている学校もある。

シ 低学年の授業は，この地域で広く話されているスワヒリ語などの言語で行

われている。また，高学年の授業は主に英語で行われている。

� � � �

写 真 Ｅ Ｅ Ｆ Ｆ

文 章 サ シ サ シ

問 ４ 次の図４は，アフリカのいくつかの地域における１９９１年と２０１９年の産業別

就業者割合を示したものであり，タとチは図３中の西部アフリカと南部アフリ

カのいずれか，凡例ＫとＬは第�次産業と第�次産業のいずれかである。西部

アフリカと第�次産業との正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。

１６

タ
2019　年

1991　年

チ
2019　年

1991　年

0 20 40 60 80 100　％

100　％0 20 40 60 80 第２次産業

K
L

ILOSTATにより作成。

図 ４

� � � �

西部アフリカ タ タ チ チ

第�次産業 Ｋ Ｌ Ｋ Ｌ

地理Ａ

―１３９― （２１０２―１３９）



問 ５ 次の図５は，アフリカの国・地域別人口の上位２０か国と，それぞれの国に

おける都市人口と農村人口を示したものであり，図５中のＰ～Ｒには，マ～ム

のいずれかが当てはまる。Ｐ～Ｒとマ～ムとの正しい組合せを，後の�～�の

うちから一つ選べ。 １７

マ

ミ

ム

18
8
2

千万人

都市人口農村人口

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐの数値には西サハラを含まない。
統計年次は２０１８年。World Urbanization Prospectsにより作成。

図 ５
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問 ６ 次の図６は，サハラ以南アフリカと北アメリカ＊における携帯電話と固定電

話の人口百人当たりの契約数の推移を示したものである。図６中の�～�は，

サハラ以南アフリカの携帯電話，サハラ以南アフリカの固定電話，北アメリカ

の携帯電話，北アメリカの固定電話のいずれかである。サハラ以南アフリカの

携帯電話に該当するものを，図６中の�～�のうちから一つ選べ。 １８
＊アメリカ合衆国とカナダ。
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World Development Indicatorsにより作成。

図 ６
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第４問 世界の結びつきと地球的課題に関する次の問い（Ａ・Ｂ）に答えよ。

（配点 ２０）

Ａ 世界の結びつきに関する次の問い（問１・２）に答えよ。

問 １ 次の図１は，いくつかの国家群を示したものである。また，後の文ア～ウ

は，図１中の凡例Ｄ～Ｆのいずれかの国家群について述べたものである。Ｄ～

Ｆとア～ウとの組合せとして最も適当なものを，後の�～�のうちから一つ選

べ。 １９

Ｄ
Ｅ
Ｆ

国家群は２０１９年時点。外務省の資料などにより作成。

図 １

ア 経済成長と平和を目的とした国家群であり，結成当初から加盟国が徐々に

増えている。

イ 商品・サービスの貿易障壁を緩和することを目的とした国家群であり，

Ｄ～Ｆの中で最も遅く結成された。

ウ 特定の天然資源をもつ国家群であり，市場価格の安定確保など共通の利益

を求めている。

地理Ａ
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Ｆ ウ イ ウ ア イ ア

問 ２ 次の図２は，１９８０年と２０１８年における日本のいくつかの貿易相手地域につ

いて，日本の総輸出額および総輸入額に占める割合を示したものである。図２

中の�～�は，アフリカ，北アメリカ，西アジア，東アジアのいずれかであ

る。西アジアに該当するものを，図２中の�～�のうちから一つ選べ。

２０
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40
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0 10 20 30

日本の総輸出額に占める割合

40　％

財務省貿易統計により作成。

図 ２
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Ｂ 地球的課題に関する次の問い（問３～６）に答えよ。

問 ３ 環境問題への対応に向けて，再生可能エネルギーが注目されている。次の図

３は，再生可能エネルギーの利用が進んでいるドイツにおける，２０１９年のあ

る�週間の電源別の発電量＊と電力需要量の推移を示したものである。図３に

関することがらについて述べた文章中の下線部�～�のうちから，適当でない

ものを一つ選べ。 ２１
＊電力輸出量を含む。

6　月　3　日
時0000000 12121212121212

0

10

20

30

40

50

60

70

80
ギガワット

電力需要量

原子力 水力 火力 風力 太陽光 その他
4　日 5　日 6　日 7　日 8　日 9　日

その他には，他の再生可能エネルギーを含む。Energy―Chartsにより作成。

図 ３

図３から，�太陽光発電は，昼夜の発電量の変動が最も大きいことがわか

る。�風力発電は，風速の変動により，日々の発電量が安定しない。また，

�火力発電は，どの時間帯においても最大の発電量を占めている。自国の発

電量が不足する時間帯は，�電力を国外からの輸入で補っている。
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問 ４ 世界の人口問題を考える上では，人口数と年齢構成の地域差を考慮する必要

がある。次の図４は，世界の地域別の人口推移とその予測値を示したものであ

り，ａとｂは�～１４歳人口と６５歳以上人口のいずれか，凡例ＰとＱはアジア

とアフリカのいずれかである。�～１４歳人口とアフリカとの正しい組合せ

を，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２２
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億人

5

10 20 30 40 502000
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年

億人

5

10 20 30 40 50 年

Ｑ
オセアニア

Ｐ

ｂａ

中央・南アメリカ
ヨーロッパ北アメリカ

２０２２～２０５０年の人口は予測値。World Population Prospectsにより作成。

図 ４
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問 ５ 食料は，生産から消費までの各段階で腐敗や食べ残しなどによる廃棄が生じ

ており，その特徴には地域差がみられる。次の図５は，いくつかの食料につい

て，各段階における廃棄量の割合と，最終的な消費量の割合を地域ごとに示し

たものである。図５中のＸとＹはサハラ以南アフリカとヨーロッパのいずれ

か，カとキは果実・野菜類と乳製品のいずれかである。ヨーロッパと果実・野

菜類との正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２３

0 20 40 60 80 100　％

穀物

穀物

カ

カ

キ

キ

X

生産・貯蔵・加工段階 流通段階 消費段階 最終的な
消費量の割合

各段階における廃棄量の割合

Y

統計年次は２００７年。FAOの資料により作成。

図 ５

� � � �

ヨーロッパ Ｘ Ｘ Ｙ Ｙ

果実・野菜類 カ キ カ キ

問 ６ 地球的課題の解決策の一つとして，先進国から発展途上国への支援がある。

次の図６は，いくつかの国における ODA（政府開発援助）の国別供与額につい

て，２０１５年から２０１９年における平均額の上位２０か国・地域を示したもので

あり，サ～スは，日本，アメリカ合衆国，スペインのいずれかである。国名と

サ～スとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２４
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OECD statにより作成。

図 ６
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いわ み はま だ

第５問 広島市に住むサチさんとトモさんは，島根県石見地方の浜田市に住む親戚

のマサさんを訪ねて地域調査を行うことにした。この地域調査に関する次の問い

（問１～６）に答えよ。（配点 ２０）

問 １ サチさんたちは，浜田市の冬の気候が広島市と異なるとマサさんから聞き，

浜田市の気候の特徴を他の都市と比較した。次の表１は，図１に示したいくつ

かの都市における，�月の日照時間と平均気温を示したものであり，ア～ウ
み よし

は，浜田市，広島市，三次市のいずれかである。都市名とア～ウとの正しい組

合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２５

表 １

日照時間
（時間）

平均気温
（℃）

ア １３８．６ ５．４

イ ８５．７ １．９

ウ ６４．２ ６．２

１９９１～２０２０年の平年値。
気象庁の資料により作成。

30　km0

鉄道(　JR　在来線)
新幹線 出雲市出雲市出雲市

三次市三次市三次市

山口市山口市山口市

広島市広島市広島市

浜田市
石見地方

高速道路

色の濃い部分ほど標高の高い地域を示している。
国土数値情報などにより作成。

図 １
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広島市 イ ウ ア ウ ア イ
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問 ２ サチさんたちは，広島市と浜田市の間にバスが毎日多く運行されていること
に興味をもち，生活の中における様々な地域への移動を調べた。次の図２は，
図１中の石見地方の各地区＊におけるいくつかの商品やサービスの主な購買・

みの まわり

利 用先を示したものであり，カ～クは，衣料品・身 回 品，娯楽・レ
ジャー＊＊，食料品のいずれかである。項目名とカ～クとの正しい組合せを，後
の�～�のうちから一つ選べ。 ２６
＊１９６９年時点での市町村。
＊＊身回品は靴やカバンなどを，娯楽・レジャーは旅行などを指す。

キ 島根県
出雲市

広島市

山口市

広島県
三次市

カ

ク

広島県
三次市

購買・利用先が自地区
である場合の割合

購買・利用先が他地区
である場合の割合

25～50　％未満
50～75　％未満
75　％以上

25　％以上
25　％未満

島根県
出雲市

広島市

広島県
三次市

20　km0

旧大田市域

旧江津市域

旧浜田市域

旧益田市域 市町村境界

2016　年
1969　年

購買・利用先に関する凡例は，カ～クで共通である。
統計年次は２０１６年。『島根県商勢圏実態調査報告書』などにより作成。

図 ２
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娯楽・レジャー キ ク カ ク カ キ
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問 ３ マサさんと合流後，市役所を訪れたサチさんたちは，浜田市が地域住民によ

る活動を推進するためにまちづくりセンター＊を設置していることを知り，そ

の立地を他の施設と比較した。次の図３は，浜田市における人口分布といくつ

かの施設の立地を示したものである。また，後の図４は，図３中の小学校区

ａ～ｃのいずれかにおける最寄りの施設への距離別人口割合を示したものであ

り，図４中のＸとＹはコンビニエンスストアとまちづくりセンターのいずれ

か，サとシは小学校区ｂとｃのいずれかである。まちづくりセンターと小学校

区ｂとの正しい組合せを，後の�～�のうちから一つ選べ。 ２７
＊社会教育や生涯学習，協働の地域活動を推進する拠点施設。

施設
コンビニエンスストア
まちづくりセンター

a

b

c

a

b

c 500　人以上
100～500　人
 50～100　人
  1～ 50　人未満0 3　km

人口(2020　年)

国勢調査などにより作成。

図 ３
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施設への距離は，直線で計測した。
国勢調査などにより作成。

図 ４
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問 ４ 次にサチさんたちは，マサさんに案内してもらい，写真を撮りながら浜田市

の市街地とその周辺のいくつかの地域を回った。次の図５は，地理院地図にサ

チさんたちによる撮影地点を示したものであり，写真１中のＥ～Ｈは，それぞ

れ図５中の地点Ｅ～Ｈで撮影したものである。図５と写真１に関することがら

についてサチさんたちが話し合った会話文中の下線部�～�のうちから，誤り

を含むものを一つ選べ。 ２８

500　m0

撮影地点
と方向E

H

G

F

図 ５
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Ｅ

Ｇ Ｈ

Ｆ

写真 １

ふもと

マ サ 「港町として栄えていたことが，浜田城築城の一因なんだよ。城の麓には

城下町が広がっていたんだ」

サ チ 「かつてＥのあたりが港の中心であったのは，�内湾のため，波が穏やか

で船を安全に停泊させることができたからだね」

ト モ 「Ｆには，古くからの街道が通っているよ。写真では，�モータリゼー

ションに対応した大規模な再開発がされているね」

マ サ 「土地の改変状況はどのようになっているかな」

サ チ 「山が海岸に迫っていて，平地が少ないね。漁業関連の施設が集積してい

るＧのあたりは，�広い土地を造成するため，海を埋め立てて造られた

と考えられるよ」

ト モ 「住宅地であるＨは，�高台にあり，切土や盛り土をして造成されたこと

が読み取れるね」

地理Ａ
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問 ５ 市内の資料館を訪れたサチさんたちは，浜田に関する商品流通の歴史に興味

をもち，次の資料１を作成した。資料１をもとにサチさんたちが話し合った会

話文中の空欄タとチに当てはまる語句の組合せとして最も適当なものを，後の

�～�のうちから一つ選べ。 ２９

資料　１

北海道・
東北・北陸

浜田

瀬戸内海・
大阪

江戸時代末から明治時代にかけて
つくられたとみられる石見焼が確認された地点

浜田

石見焼の水甕

浜田を中心とした
江戸時代の商品流通

Ｊ Ｋ

『ふるさと浜田の歩み』などにより作成。

マ サ 「浜田は，かつて物流の拠点の一つとして，にぎわっていたんだよ」

ト モ 「江戸時代の商品流通をみると，瀬戸内海・大阪から北海道・東北・北陸

に向かう経路Ｊでは，浜田へ（ タ ）などが運ばれていたんだね」
かめ

マ サ 「浜田をはじめとする石見地方の特産品の一つに，甕などの陶器があった

よ。この陶器は，石見地方で採れる粘土などを原料としたもので，石見焼

と呼ばれて明治時代に最盛期を迎えたといわれているよ」

サ チ 「浜田から東北・北陸地方へは，主に（ チ ）で運ばれたと考えられるね」

地理Ａ
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タ 米・昆布 米・昆布 砂糖・塩 砂糖・塩

チ 海 路 陸 路 海 路 陸 路

問 ６ サチさんたちは，石見地方が現在では過疎問題に直面していることを知り，

その発生要因と解決に向けた取組みについて，次の資料２にまとめた。資料２

中の�～�は，Ｐ～Ｓを目的とする石見地方での取組みのいずれかの具体例で

ある。Ｐを主な目的とする具体例として最も適当なものを，�～�のうちから

一つ選べ。 ３０

資料　２

なぜ過疎問題が
発生するのか？

・雇用の少なさ

・生活環境の不便さ

・大都市からの遠さ

・地域への関心の低下

・魅力のアピール不足

過疎問題の解決のために必要なことは？

【地域内の人々に向けて】

　Ｐ　地域文化に対する愛着の醸　成

　Ｑ　日常生活における利便性の向上

【地域外の人々に向けて】

　Ｒ　移住者の働く場所の確保

　Ｓ　魅力ある地域産品の宣伝

【石見地方でみられる取組みの具体例】

　 　交通空白地域における乗合タクシーの運行

　 　地元で水揚げされる水産物のブランド化

　 　伝統行事の保存・継承に対する支援

　 　廃校を利用したサテライトオフィスの整備

じようせい
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